
楊
雄

｢
元
后
謀
｣
の
背
景
と
文
題

嘉

瀬

達

男

楊
雄
(前
五
三
～

後
1
八
)
は
多
く
の
作
品
を
遺
し
た
作
家
で
あ
る
｡
そ
の
『
法
言
』
更
に
『
太
玄
』
は
思
想
史
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
､｢
甘

泉
賦
｣
｢
長
楊
賦
｣
｢
羽
猟
賦
｣
｢
河
東
賦
｣
の
四
大
賊
は
文
学
史
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
る
｡
『
方
言
』
は
言
語
学
史
上
に
あ
っ
て
'
多
大
な

意
義
を
も
つ
書
物
で
あ
る
｡
以
上
の
作
品
が
楊
雄
の
代
表
作
で
あ
り
､
既
に
多
数
の
研
究
者
に
よ
っ
て
成
果
が
示
さ
れ
て
い
る
｡

と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
研
究
の
封
象
と
さ
れ
て
い
な
い
作
品
も
あ
る
.
た
と
え
ば
小
論
に
取
り
上
げ
る
｢
元
后
課
｣
は
そ
の
1
つ
で
あ
る
.

｢
元
后
諌
｣
は
王
弄

(前
四
五
～
後
二
三
)
の
伯
母
で
あ
り
'
そ
し
て
元
帝
の
皇
后
で
も
あ
る
､
成
帝
の
寮
母
､
王
政
君

(前
七
1
-
後
1
三
)

の
死
に
際
し
て
作
ら
れ
た
哀
悼
の
辞
で
あ
る
｡
『
漢
書
』
元
后
侍
に
記
さ
れ
て
い
る
通
り
'
王
葬
が
新
を
建
園
し
た
五
年
後

(後
1
三
年
)､

楊
雄
六
十
六
歳
の
時
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
｡
四
言
に
し
て

一
八
〇
句
を
超
え
る
有
韻
の
文
で
あ
る
が
'
そ
の
意
義
が
専

諭
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
｡
楊
雄
の
最
晩
年
に
作
ら
れ
た
こ
と
が
確
賓
で
あ
り
'
王
葬
と
の
関
係
を
も
示
す
重
要
な
作
品
で
あ
る
か
ら
'
特

に
そ
の
背
景
と
文
髄
の
面
か
ら
考
察
を
加
え
て
み
る
こ
と
と
す
る
｡

楊
雄

｢
元
后
諌
｣
の
背
景
と
文
題



一
二
〇

課
と
い
う
文
題

①

ま
ず
謀
と
い
う
文
髄
に
つ
い
て
､
｢
元
后
諌
｣
が
作
ら
れ
る
以
前
の
状
況
を
整
理
し
て
お
こ
う
｡

現
存
す
る
最
古
の
課
は
『
春
秋
左
氏
俸
』哀
公
十
六
年
(前
四
七
九
)に
記
さ
れ
て
い
る
｡
孔
子
が
卒
し
た
際
に
哀
公
が
賜
っ
た
｢
孔
子
課
｣

②

で
あ
る

｡

表
現
の
掠
り
所
と
な
っ
た
典
接
と
と
も
に
掲
げ
よ
う

(
以
下
同
)｡

量
天
不
弔
｡

不
愁
遺

7
老
'
伸
犀
余

一
人
以
在
位
｡

畿
畿
余
在
疾
.

鳴
呼
哀
哉
尼
父
､
無
自
律
｡

あは加

星
天
弔
ま
ず
｡

しば

お
ほ

懲

ら

く
一
老
を
潰
し
､
余
一
人
を

犀

ひ

て
以
て
位
に
在
ら
し
め
ず
｡

やまひ

究
祭
と
し
て
余

疾

に

在
り
｡

鳴
呼

哀
し
い
か
な
尼
父
'
自
ら
律
す
る
と
こ
ろ
無
し
｡

○
量
天
不
弔

‥
『
詩
』
小
雅

･
節
南
山

｢
不
弔
臭
天
'
不
宜
空
我
師
｣

○
不
愁
遺

f
老

=
『詩
』
小
雅
･
十
月
之
交

｢
不
愁
遺

1
老
'
伸
守
我
王
｣

○
賀
畿
余
在
疾
..
『
詩
』
周
頒

･
閏
予
小
子

｢
頒
嬢
在
疾
'
於
乎
皇
考
｣

こ
の
課
は
孔
子
が
世
を
去
り
､

衰
公
が
た
だ
濁
り
取
り
残
さ
れ
た
こ
と
を
嘆
く
も
の
で
あ
る
｡
『
左
博
』
で
は
弟
子
の
子
貢
が
こ
の
諌

齢
に
つ
い
て
､
哀
公
が
孔
子
を
生
前
に
任
用
せ
ず
に
哀
悼
し
､
諸
侯
で
あ
り
な
が
ら

｢
余

一
人
｣
と
天
子
の
自
稀
を
用
い
て
い
る
鮎
を
非

難
し
て
い
る
｡
な
お
､
こ
の
諌
静
に
つ
い
て

『
文
心
願
龍
』
諌
碑
は

｢
叡
作

(優
れ
た
作
品
)
に
非
ず
と
経
も
､
古
式
存
せ
り
｣
と
評
し

て
い
る
｡

ほ
か
に
『
列
女
俸
』
賢
明
博
に
柳
下
悪
の
妻
が
夫
の
死
に
際
し
て
贈
っ
た
課
酢
が
見
え
る
｡

夫
子
之
不
伐
号
､
夫
子
之
不
堪
号
､

夫
子
は
之
れ
伐
ら
ざ
る
'
夫
子
は
之
れ
靖
き
ず
､

夫
子
之
信
誠
,
而
興
人
無
害
号
｡

夫
子
は
之
れ
信
誠
に
し
て
,
人
上

郡

小

無
し
.



屈
柔
従
俗
､
不
強
察
今
O
蒙
恥
救
民
､
徳
爾
大
今
｡

屈
柔
に
し
て
俗
に
従
ひ
､
強
ひ
て
察
せ
ず
｡
恥
を
蒙
り
民
を
救
ひ
'
徳
滴
"
大
な
り
O

経
過
三
部
､
終
不
蕨
今
｡
憧
悌
君
子
､
永
能
属
今
｡

三
艶
に
遇
ふ
と
経
も
'
終
に
破
れ
ず
｡
憧
悌
の
君
子
は
'
永
く
能
く
屈
む
o

嵯
呼
惜
哉
､
乃
下
世
今
｡
庶
幾
道
年
､
今
逐
逝
今
｡

嵯
呼
惜
し
い
か
な
､
乃
ち
世
を
下
れ
り
｡
避
年
を
庶
幾
ふ
も
､
今
遂
に
逝
け
り
｡

鳴
呼
哀
哉
､
魂
紳
浬
今
｡
夫
子
之
誼
､
宜
薦
恵
今
o

鳴
呼
哀
し
い
か
な
､
魂
紳
滑
れ
り
｡
夫
子
の
誼
は
'
宜
し
く
恵
と
薦
す
べ
L
o

〇
億
悌
君
子
‥
『詩
』
大
雅
･早
麓
｢呈
弟
君
子
､
千
線
宣
弟
｣

こ
の
｢
柳
下
悪
課
｣は
柳
下
意
が
三
た
び
瓢
け
ら
れ
な
が
ら
官
を
去
ら
ず
に
政
治
に
励
ん
だ
こ
と
を
讃
え
へそ
の
死
を
悼
ん
で
い
る
｡
『
列

女
俸
』
に
は
'
初
め
柳
下
意
の
弟
子
が
謀
を
作
ろ
う
と
し
た
の
を
断
り
､
妻
が
作
っ
た
と
あ
る
｡
そ
し
て
弟
子
は
こ
の
節
を

1
字
と
し
て

改
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
言
う
｡
な
お
､
『
文
心
髄
龍
』
課
碑
は
こ
の
課
に
つ
い
て

｢
箭
哀
し
く
し
て
韻
長
し
｣
と
述
べ
て
い
る
｡

③

｢
元
后
諌
｣
以
前
の
課
で
そ
の
節
が
俸
わ
る
の
は
､
以
上
の
二
篇
の
み
で
あ
る
｡

そ
こ
で
簡
単
に
｢
孔
子
謀
｣
と
｢
柳
下
悪
諌
｣
を
比
較
し
､

謀
と
い
う
文
髄
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
｡
ま
ず

｢
孔
子
諌
｣
は

1
句
の
字
数
は
不
定
で
､
六
句
の
う
ち
三
句
が

『
詩
摩
』
に
基
づ

い
て
い
る
｡
た
だ
し
押
韻
は
認
め
ら
れ
な
い
｡

一
方

｢
柳
下
意
諌
｣
は

｢
号
｣
字
を
用
い
た
楚
静
の
形
式
を
備
え
て
い
る
｡
四
言
句
を
主

と
す
る
よ
う
だ
が
､助
字
が
多
く
整
然
た
る
四
吉
と
は
認
め
が
た
い
｡
『
詩
経
』
に
基
づ
く
の
は

一
句
｡
そ
し
て
｢
孔
子
諌
｣
に
基
づ
き
｢
鳴

呼
哀
哉
｣
｢
嵯
呼
惜
哉
｣
の
句
を
加
え
て
い
る
｡

㊨

こ
の
よ
う
に
南
筈
の
共
通
性
は
容
易
に
は
見
出
し
が
た
い
｡
な
お
課
に
は
厳
格
な
形
式
が
な
か
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
｡
『
文
心
離
龍
』

諌
碑
も
課
の
文
髄
に
つ
き

｢
謀
は
､
累
な
り
｡
其
の
徳
行
を
累
ね
'
之
を
不
朽
に
族
す
る
な
り
｡
夏
商
己
前
､
其
の
詳
は
聞
く
廃
し
｡
-

課
を
謹
み
誼
を
定
む
る
は
'
其
の
節
文
大
な
り
｣
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
｡

楊
雄
｢元
后
謙
｣
の
背
景
と
文
髄



一
二
二

｢
元
后
諌
｣
訓
注

で
は
楊
雄

｢
元
后
課
｣
の
検
討
に
移
ろ
う
｡
｢
元
后
諌
｣
は
早
く

『
漢
書
』
元
后
侍
に
記
さ
れ
､
｢(王
)
弄

大
夫
楊
雄
に
詔
し
謀
を
作

ら
し
め
て
日
は
く
｣
と
し
て
四
句
が
引
か
れ
て
い
る
｡
次
に
『
重
文
類
衆
』
巻

一
五
が

｢
漢
楊
雄
皇
后
諌
｣
と
し
て
三
十
四
句
を
収
め
る
｡

そ
し
て

『
古
文
苑
』
(九
巻
本
･
奄
九
､
二
十
一
巻
本
･
巻
二
〇
)
が
百
八
十
二
句
を
収
録
し
､
最
も
備
わ
っ
て
い
る
｡

先
行
研
究
と
し
て
は

『
古
文
苑
』
章
樵
注
の
ほ
か
､
三
種
の
注
揮
､
詳
註
が

一
種
あ
る
が
い
ず
れ
も
華
文
で
あ
り
､
出
典
も
含
め
な
お

⑤

補
う
べ
き
所
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
｡
そ
こ
で
以
下
に
原
文
'訓
讃
､注
樺
を
掲
げ
な
が
ら
､検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
い
｡
底
本
に
は
『
古

⑥

文
苑
』
(九
巻
本
)
を
用
い
､
注
は
典
接
の
指
摘
を
中
心
と
す
る
｡
韻
字
に
は
丸
印
を
附
し
､
韻
部
と
四
啓
を
括
弧
内
に
示
し
た

｡

左
側
に

傍
線
を
施
し
た
の
は

『
重
文
類
衆
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
｡

〓

〕

新
室
文
母
太
后
崩
､
天
下
哀
痛
､
現
実
洋
酒
｡
思
慕
功
徳
､
成
上
枢
｡
課
之
'
銘
日

惟
我
有
新
室
文
母
聖
明
皇
太
后
､
姓
出
黄
帝
｡

0

0

0

0

0

西
陵
昌
意
､書
生
高
陽
｡
純
徳
虞
帝
'孝
聞
四
方
｡
登
捗
帝
位
､樺
受
伊
唐
｡
愛
初
肝
土
､陳
田
至
王
｡
管
相
頗
芋
､度
河
津
穿
｡
(陽
平
)

o

O

o

o

沙
麓
之
憂
'
太
陰
之

精
｡
天
生
聖
姿
､
漁
有
群

頑
｡
作
合
干
漢
､
配
元
生
成
｡
(桝
平
)

､○

⑦

o

o

o

孝
順
皇
姑
､
承
家
筒
荘

｡

内
則
純
備

､

後
烈
杢
光

｡

肇
初
配
元
､
天
命
定
格

｡
兆
徴
顔
見
､
新
都
黄
龍

｡

(陽
東
平
)

漢
成
既
終
､
胤
嗣
匪
生
｡
哀
帝
承
蹄
'
惟
離
興

産
｡
侍
是
言
異
､
大
命
俄

顕
｡
廠
年
天
隈
､
大
終
不

盈
｡
文
母
覧
之
､
千
載
不
傾
｡

0

博
選
大
智
'
新
都
宰
衡
｡

(桝
陽
平
)

た
て
ま
つ

新
重
文
母
太
后
崩
じ
､
天
下
哀
痛
し
､
競
突
沸
潤
す
｡
功
徳
を
思
慕
し
､
成
な
梅
を

上

る

｡
之
に
課
し
'
銘
に
日
ふ



惟
れ
我
が
有
新
室
文
母
聖
明
皇
太
后
､
姓
は
黄
帝
に
出
づ
｡
西
陵
の
昌
意
､
賓
に
高
陽
を
生
む
｡
純
徳
な
る
虞
帝
'
孝
は
四
方
に
聞
こ
ゆ
｡
帝

お
く

位
に
登
降
し
'
伊
唐
よ
り
揮
受
す
｡
愛
に
初
め
て
土
を

肝

り

'
陳
田
よ
り
王
に
至
る
｡
麻
の
芋
を
管
相
L
t
河
を
度
り
清
に
穿
ち
す
｡
沙
麓
の
要
､

太
陰
の
精
あ
り
.
天

聖
姿
を
生
ず
る
に
'
澄
め
群
頑
有
り
O
漢
に
作
合
し
'
元
に
配
し
成
を
生
む
o
孝
順
な
る
皇
姑
'
承
家
し
て
尚
は
荘
な
り
｡

た
す

内
則

約
億
し
'
後
烈
は
不
13
に
光
く
.
肇
初

元
に
配
し
､
天
命
は
是
れ

措

く

｡
兆
徴

顕
見
し
､
新
都
に
黄
龍
あ
り
｡
漠
成

既
に
終
は
る
も
､

お

胤
嗣

生
ず
る
に
匪
ず
.
哀
帝

承
稚
し
､
惟
だ
典
経
を
離
る
o
尚
は
是
れ
1111n
異
な
り
､
大
命

俄
か
に
顛

つ
o
蕨
の
年

天
く
し
て
限
ち
､
大
給

は
盈
た
ず
｡
文
母

之
を
賢
'
千
載

傾
か
ず
｡
博
く
大
智
を
選
び
て
'
新
都
の
宰
衡
あ
り
｡

○
元
后
'
黄
帝
､
虞
帝
､
陳
田
'
王
..
『
漢
書
』
元
后
停

｢
孝
元
皇
后
､
王
葬
之
姑
也
.
弄
自
謂
責
帝
之
後
'
其
自
本
日
'
責
帝
姓
桃
氏
､
八
世
生
虞
舜
o
舜
起
娯

柄
､
以
焼
鳥
姓
.
至
周
武
王
封
舜
後
場
満
於
陳
'
是
薦
胡
公
､
十
三
世
生
完
O
完
字
敬
仲
､
轟
賛
､
賛
桓
公
以
鳥
卿
､
姓
田
氏
｡
十
一
世
'
田
和
有
賛
既
､
二
世
稀
王
､

至
王
建
薦
秦
所
滅
O
項
羽
起
､
封
建
孫
安
烏
済
北
王
｡
至
漢
興
､
安
夫
閲
､
哲
人
謂
之

『
王
家
』'
因
以
烏
氏
｣

○
文
母
‥
『
詩
』
周
頒

･
雛

｢
銑
右
烈
考
､
亦

右
文
母
｣

○
西
陵
'
昌
意
､
高
陽
‥
『史
記
』
五
帝
本
紀

｢
責
苛
居
軒
韓
之
丘
'
而
姿
於
西
陵
之
女
･･･生
二
子
･･･真
二
日
昌
意
､
降
居
若
水
O
昌
意
要
萄
山
氏
女
､

日
昌
僕
'
生
高
陽
'
-
是
薦
帝
顧
項
也
｣

○
登
捗
帝
位
‥
『
書
』
舜
典

｢
帝
日

『
格
汝
舞
､
絢
事
孝
吉
'
乃
言
底
可
績
二
1載
'
汝
捗
帝
位
｡
』
｣

○
作
土
‥
『
左

博
』
障
八

｢
天
子
建
徳
､
困
生
以
賜
姓
'
肝
之
土
而
命
之
氏
｣

○
沙
寛
之
塞
.+
『
漢
書
』
元
后
停

｢(
王
翁
霜
)
徒
貌
郡
元
城
委
粟
里
､
薦
三
宅
､
貌
郡
人
徳
之
｡

元
城
建
公
日

『
昔
春
秋
沙
麓
崩
'■
青
史
卜
之
日

｢
陰
薦
陽
雄
､
土
火
相
乗
､
故
有
沙
麓
崩
o
後
六
百
四
十
五
年
'
宜
有
聖
女
興
D
其
膏
田
乎
o
｣
今
王
翁
濡
徒
'
正
直

其
地
､
日
月
嘗
之
｡
元
城
郭
東
有
五
康
之
虚
､
即
沙
鹿
地
也
｡
後
八
十
年
'
嘗
有
貴
女
興
天
下
』
云
｣

○
太
陰
之
精
‥
『
漢
書
』
元
后
侍

｢
初
'
李
親
任
政
君
在
身
'

夢
月
入
其
懐
｣

○
作
合
‥
『
詩
』
大
雅
･大
明

｢
文
王
初
載
､
天
作
之
合
｣

○
承
家
‥
『
易
』
師

｢開
園
承
家
､
小
人
勿
用
｣

○
内
則
=
『
穫
記
』
内
則
o

O
純
借
..
『
苛
子
』
正
論

｢(
天
子
)
道
徳
純
備
､
智
恵
甚
明
｣

○
天
命
是
清
‥
『
詩
』
商
頒
･
烈
組

｢
以
慣
以
享
､
我
受
命
滞
将
｣

○
新
都
黄
龍
｡
『
漢
書
』

王
弄
侍

･
中

｢
秋
､
遣
五
威
婿
王
奇
等
十
二
人
班
待
命
四
十
二
第
於
天
下
･･･言
文

･
宣
之
世
責
龍
見
於
成
紀

･
新
都
･･･其
文
爾
雅
依
託
'
皆
無
作
説
､
大
師
1111R弄
普

代
漢
有
天
下
云
こ

○
大
命
‥
『
左
侍
』
哀

一
五

｢
使
人
達
天
之
感
､
大
命
隈
隊
｣

○
大
終
‥
『
易
』
坤

｢
象
日
､
用
六
永
貞
以
大
終
也
｣

○
不
盈
‥
『
易
』

吹

｢
水
流
而
不
盈
'
行
険
而
不
失
其
信
｣

楊
雄

｢
元
后
諌
｣
の
背
景
と
文
慣



1
二
四

ま
ず
初
め
に
極
め
て
短
く
簡
潔
な
序
が
あ
る
｡
そ
し
て
本
文
は
元
后
の
出
自
か
ら
述
べ
始
め
る
｡
元
后
は
黄
帝
､虞
葬
の
末
蘭
で
あ
り
､

田
完
を
経
て
膏
の
王
氏
に
至
っ
た
と
述
べ
ら
れ
､
い
ず
れ
も

『
漢
書
』
元
后
侍
に
言
う
通
り
で
あ
る
｡

｢
沙
麓
の
塞
'
太
陰
の
精
あ
り
-
漠
に
作
合
し
､
元
に
配
し
成
を
生
む
｣
の
四
句
は
､
『
漢
書
』
元
后
侍
に
引
用
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
｡

｢
沙
麓
の
塞
｣
は
'
元
后
の
租
先
王
翁
霜
が
元
城

(沙
麓
の
所
在
地
)
に
移
り
住
ん
だ
と
こ
ろ
､
元
城
の
老
人
が
そ
の
地
に
聖
女
が
生
ま
れ

⑧

る
と
い
う
占
卜
が
春
秋
の
頃
に
あ
っ
た
と
述
べ
た
こ
と
を
言
い

､

｢
太
陰
の
精
｣
は
元
后
を
身
ご
も
っ
た
時
､
月

(太
陰
)
が
胸
に
入
っ

た
夢
を
み
た
こ
と
を
言
う
｡

こ
う
し
た
占
卜

･
濠
兆
の
通
り
元
后
は
元
帝
に
嫁
い
で
成
帝
を
生
み
'
漢
室
を
栄
え
さ
せ
た
｡
い
ず
れ
も
天
命
を
受
け
て
の
仕
業
で
あ

っ
た
.
更
に

｢
兆
徴

素
見
し
､
新
都
に
黄
龍
あ
り
｣
と
言
う
｡
か
つ
て
黄
龍
が
新
都
に
現
れ
た
の
は
､
そ
の
地
を
治
め
る
王
葬
に
天
命

の
授
け
ら
れ
る
濠
兆
な
の
で
あ
る
｡

｢
沙
麓
の
塞
､
太
陰
の
精
｣
｢
新
都
に
責
龍
｣
の
よ
う
に
占
卜

･
濠
兆
と
い
っ
た
怪
異
を
説
く
が
､
い
ず
れ
も

『
漢
書
』
に
記
載
さ
れ
る

通
り
で
あ
る
｡
ほ
か
に
成
帝
の
後
を
承
け
た
哀
帝
は
言
動
が
道
を
外
れ
た
た
め
に
天
逝
し
た
こ
と
'
そ
こ
で
元
后
が
王
葬
を
抜
擢
し
た
こ

と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
｡
全
般
に
経
書
に
基
づ
く
用
語
が
ま
ま
見
ら
れ
る
も
の
の
､
『
漢
書
』
に
記
さ
れ
た
事
績
が
多
い
部
分
で
あ
る
｡

〔

二
〕

明
聖
作
佐
'
●

庶
其
可
漕
｡

⑨

慶
格

匪

天
､

興
滅
超
絶
､

勉
進
大
聖
､

輿
圏
国
難
｡

博
采
淑
女
､
●

摩
動
匪

地｡
○

博
立
侯
王
｡
○

上
下
兼
該
｡

以
度
厄
蓮
､
徴
立
中
山
｡
(
元
平
)

●

●

備
其
姪
妹
｡
親
穫
高
疎
､
所
廟
嗣
継
｡
(脂
上
)

●

●

穆
穆
明
明
､
昭
事
上
帝
｡
弘
漢
組
考
､
夙
夜
匪
僻
｡
(支
去
)

O

O

O

O

親
睦
庶
族
､
昭
穆
序
明
｡
帝
致
支
層
､
摩
有
遺
荒
､
成
被
昨
慶
｡
翼
以
金
火
､
赤
仇
有

央
｡(陽
平
)

○

群
群
衆
瑞
､
正
我
責
来
｡
(之
平
)



火
徳
将
減
､

組
宗
之
慰
､

皇
天
春
命
､

漠
組
受
命
､

允
受
殿
中
'

惟
后
干
斯
｡
○

終
其
不

全
｡
○

黄
虞
之

孫
｡
○

赤
博
子
黄
｡
○

以
安
翠
衆
｡

天
之
所
壊
､

天
命
有
託
､

歴
世
蓮
移
､

撮
帝
受
揮
､

漢
廟
瓢
廃
'

人
不
敢
支
｡
哀
平
天
折
へ
百
姓
分
離
｡
(
支
歌
平
)

⑩
〇

〇

滴
在

干
前
｡
層
遭
不
造
､
柴
極
而

遷
｡(
元
平
)

0

0

層
在
聖

新
O
代
干
漢
劉
'
受
昨
干

天
｡(
医
卒
)

○

立
馬
具
皇
.
(
陽
卒
)

○

移
走
安
公
｡
(
東
冬
平
)

わ
た

こ
ひ
ね
が

明
聖

佐
と
作
り
'
輿
に
国
難
を
囲
る
｡
以
て
厄
運
を

度

し

'
徹
し
て
中
山
を
立
つ
｡
其
の
済
ふ
べ
き
を

庶

ふ

｡
博
く
淑
女
を
宋
り
'
其
の
姪
妹

いた

に
備
ふ
o
高
疎
に
戟
稽
L
t
廟
に
嗣
継
を
所
る
.
格

り

て
天
に
匪
ざ
る
磨
く
､
動
き
て
地
に
匪
ざ
る
廃
し
｡
穆
穆
明
明
､
上
帝
に
昭
事
す
｡
弘

漠
の
組
考
､
夙
夜

解
る
に
匪
ず
o
滅
び
た
る
を
興
し
絶
え
た
る
を
継
ぎ
'
博
く
侯
王
を
立
つ
.
庶
族
を
親
睦
せ
し
め
'
昭
穆
の
序

明
ら
か
な
り
.

帝
の
支
屡
を
致
す
に
'
遺
荒
の
有
る
こ
と
磨
く
'
成
な
群
慶
を
被
る
O
巽
は
く
は
金
火
を
以
て
､
赤
の
偽
は
央
を
有
た
ん
こ
と
を
.
勉
め
て
大

や
ぶ

聖
を
進
め
､
上
下

乗
該
す
｡
群
群

衆
瑞
へ
正
に
我
が
黄

釆
た
れ
り
｡
火
徳
の
終
に
減
ぴ
ん
と
し
､
惟
れ
后

新
に
干
い
て
す
｡
天
の

填

る

所
'

人
も
敦
へ
て
支
へ
ず
｡
哀
･平

天
折
し
､
百
姓

分
離
す
O
組
宗
の
億
'
終
に
其
れ
全
か
ら
ず
｡
天
命
の
託
す
る
こ
と
有
る
も
､
詞
は
前
に
在
り
0

た
ま
た
ま
よ

層

～

造

か
ら
ざ
る
に
遭
ひ
'
柴

極
ま
り
て
選
る
.
皇
天

看
命
す
'
責
虞
の
孫
｡
歴
世

運
移
し
､
層
す
る
に
聖
新
に
在
り
0
漢
劉
に
代
は
り
て
'

蹄
を
天
よ
り
受
く
｡
漢
組

命
を
受
け
'赤
は
黄
に
俸
は
る
o
掻
帝

受
挿
し
'立
ち
て
鼻
皇
と
盛
る
｡
允
に
蕨
の
中
を
受
け
､
以
て
撃
衆
を
安
ん
ず
.

漢
廟

艶
廃
し
'
定
安
公
に
移
る
｡

○
徴
立
中
山
..『漢
書
』孔
光
俸
｢倉
哀
帝
崩
､太
皇
太
后
以
新
都
侯
王
弄
薦
大
司
馬
､徴
立
中
山
王
､是
薦
平
帝
｡
帝
年
幼
､太
后
構
制
'委
政
於
奔

｣

○
淑
女
‥
『
詩
』

周
南
･関
唯

｢
訪
宛
淑
女
'
君
子
好
述
｣

○
博
采
淑
女
‥
『
漢
書
』
王
弄
停
･上

｢(
王
弄
)
欲
以
女
配
帝
寅
皇
后
-

『
講
考
論
五
経
へ
定
取
砥
､
正
十
二
女
之
義
'

以
虞
継
嗣
O
博
宋
二
王
後
及
周
公

･
孔
子
世
列
侯
在
長
安
着
通
子
女
』
-
王
氏
女
多
在
選
中
者
-
太
后
造
兵
禦
少
府

･
宗
正

･
尚
書
令
納
采
見
女
､
還
奏
言

『
公
女

漸
潰
徳
化
､
有
窃
宛
之
容
､
宜
承
天
序
'
奉
祭
紀
』｣

○
磨
格
匪
天
'
摩
勤
匪
地
‥
『
詩
』
小
雅

･
小
群

｢
磨
聴
匪
父
｡
磨
依
匪
母
｣

○
格
天
=
『
書
』
君
爽

楊
雄

｢
元
后
諒
｣
の
背
景
と
文
髄



一

二

六

｢
在
昔
成
湯
既
受
命
､
時
則
有
若
伊
声
､
格
子
皇
天
｣

○
穆
穆
‥
『
詩
』
大
雅
･慣
契

｢
穆
穆
皇
皇
､
宜
君
宜
王
｣

○
明
明
‥
『
詩
』
大
雅
･常
武

｢
赫
赫
明
明
､

王
命
脚
士
｣

○
昭
事
上
帝
‥
『詩
』
大
雅

･
大
明

｢
昭
事
上
帝
､
華
懐
多
福
｣

○
組
考
､
夙
夜
匪
僻
=
『
詩
』
大
雅

･
桑
民

｢
荷
戎
組
考
､
王
射
是
保
-
既

明
且
哲
､
以
保
其
身
｡
夙
夜
匪
解
､
以
事

1
人
｣

○
興
滅
超
絶
..
『
論
語
』
尭
日

｢
輿
減
囲
､
舷
絶
世
､
翠
逸
民
'
天
下
之
民
蹄
心
意
｣

○
親
睦
庶
族
‥
『
孟

子
』
膝
文
公
上

｢
郷
田
同
井
'
出
入
相
友
､
守
望
相
助
'疾
病
相
扶
持
､
則
百
姓
親
睦
｣

○
昭
穆
序
明
‥
『
稽
記
』
祭
統

｢
夫
祭
有
昭
稼
｡
昭
穆
者
'
所
以
別
父
子
'

遠
近
､
長
幼
'
親
疏
之
序
而
無
乳
也
｣

○
赤
併
有
央
‥
章
樵
注

｢
金
､
劉
姓
O
火
､
漢
徳
｡
赤
､
火
之
色
.
有
央
猶
末
央
也
｡
言
葉
火
徳
之
方
中
｣

○
火
徳
絡
減
=
章
樵
注

｢
葬
自
以
代
演
焦
土
徳
､
色
侍
黄
｣

〇
滴
在
干
前
‥
『
左
侍
』
昭
三

一
｢
日
始
有
講
､
火
勝
金
｣
杜
預
注

｢
詞
'
撃
気
也
｣

○
遭
不
造
‥

『詩
』
周
頒

･
閲
予
小
子

｢
閏
予
小
子
'
道
家
不
造
｣

○
皇
天
春
命
.+
『
書
』
大
高
誤

｢
皇
天
香
命
､
奄
有
四
海
'
薦
天
下
君
｣

○
受
命
.+
『
書
』
召
詰

｢
惟

王
受
命
､
無
題
惟
休
'
亦
無
題
惟
他
｣

○
播
帝
､
定
安
公
‥
『
漢
書
』
外
戚
侍

｢
平
帝
崩
｡
弄
立
孝
宣
帝
玄
孫
嬰
烏
碍
子
､
弄
蘇
帝
位
､
専
皇
后
為
皇
太
后
D
三

年
'
弄
即
県
､
以
嬰
薦
定
安
公
､
改
皇
太
后
競
薦
定
安
公
太
后
｣

○
允
受
顔
中
｡
『書
』
大
高
譲

｢
天
之
暦
数
在
汝
窮
､
汝
終
捗
元
后
｡
人
心
惟
危
､
道
心
惟
微
o

惟
精
惟

1
､
允
執
殿
中
｣

第
二
段

は
全

て
が

王
葬

の

事
債
で
あ
り
､
元
后
に
関
す
る
記
事
は
な
い
｡
『
詩
経
』
と

『
書
経
』
を
典
接
と
し
た
表
現
が
非
常
に
多
い

こ
と
が
特
色
で
あ
る
｡
以
下
に
要
旨
を
ま
と
め
て
お
く
｡

王
葬
は
漢
室
を
補
佐
し
て
園
難
を
救
い
､
平
帝
を
立
て
王
氏
の
女
を
薩
に
従

っ
て
安
ら
せ
た
｡
葬
の
行
な
い
は
天
地
に
適
い
､
天
下
の

太
平
を
導
き
､
人
々
は
そ
の
徐
慶
を
受
け
た
｡
漢
室
を
支
え
よ
う
と
意
力
し
た
も
の
の
､
漠
の
火
徳
は
衰
え
､
つ
い
に
新
の
責
徳
が
起
こ

っ
た
｡
そ
れ
は
天
の
招
い
た
こ
と
で
あ
る
｡
哀
帝

･
平
帝
は
天
折
し
､
漠
朝
の
命
運
は
轟
き
た
｡
そ
し
て
王
弄
新
が
天
命
を
受
け
､
諸
子

嬰
の
掻
帝
と
な
っ
た
後
､
揮
譲
さ
れ
皇
帝
と
し
て
建
国
し
た
｡

〔

三
〕

○

⑫

o

o

o

皇
皇
重
税
､
惟
若
孔
減
.
降
玄
珪
壁

､

命
服
有
常
.
薦
新
帝
母
､
鴻
徳
不
忘
｡

欽
徳

伊
何
､
奉
命
是
行
O
(陽
平
)

0

0

0

罪
薄
服
食
､
両
紙
是
崇
｡

専
不
慮
統
､
惟
砥
惟
庸
｡
隆
循
人
敬
､
先
民
是
従
｡

(東冬
平
)



承
天
砥
家
､

罷
苑
置
解
､

以
庭
貧
窮
､

志
在
翠
元
'

允
恭
度
情
｡
●

築
里
作
宅
｡
●

衰
此
資
猫
｡
○

是
努
是

勤
｡

刑
女
蹄
家
'

黄
葉
出
目
､
以
育
貞
信
｡
●

東
秩
暢
谷
｡

豊
阜
庶
井
､

(鐸
入
)

起
常
盈
倉
､

春
巡
滴
撞
'

玄
冥
季
冬
'

鴨
場
沸
羽
､

放
力
不
射
｡
他
民
子
留
､

五
十
高
射
'
○

秋
葉
黄

山
｡
○

捜
狩
上
蘭
｡
●
⑬

勝
降
桑
木

｡

薦
諸
生
儲
､

夏
撫
郡
杜
､

(鼻
元
平
)

憲
子
繭
館
'

不
皇
読

作
｡

●

以
勘
好
学
｡
○

冬
即
淫

契
｡

●

窮
匡
執
曲
｡

舵)

●

●

別
計

十
邑
､
園
之
是

度
｡還
奉
干
比
､
以
虞
貧

薄
｡

(屋
沃
入
)

0

0

大
射
響
飲
､
飛
羽
之

門
｡
綬
宥
膏
幼
､
不
拘
婦

人
｡

●

帥
導
群
妾
'
威
循
荒
族
｡
(屋
入
)

分
繭
理
崩
､
女
工
是
勅
｡
道
適
蒙
祉
､
中
外
醍
福
｡
自
京
遠
海
､
磨
不
仰
徳
｡

⑭
成

類

存
生
'

鳴
呼
哀
哉
､
乗
天
地
経

｡
○

以
昭
鴻
名
｡
無
物
不
理
'

(桝
平
)

無
人
不
寧
｡
尊
競
文
母
､
輿
新
有
成
｡
(職
人
)

0

0

世
奉
長
毒
､
扉
堕
有
傾
｡
著
徳
太
常
､
注
語
族
族
｡

こ

ーカ

皇
皇
た
る
重
組
､
惟
れ
孔
減
な
る
が
ご
と
し
｡
義
に
珪
壁
を
降
し
'
命
服

常
有
り
O
新
帝
の
母
と
盛
り
､
鴻
徳
忘
れ
ず
.
欽
徳

伊
れ
何
ん
､
命

つ
つし

つと

よ

を
奉
じ
走
れ
行
ふ
｡
服
食
を
罪
薄
に
し
､
押
紙
は
是
れ
崇
ぶ
｡
尊
く
し
て
統
を
虚
し
く
せ
ず
､
惟
れ
砥
み
惟
れ
庸
む
｡
循
さ
を
隆
く
し
て
人
敬
ひ
'

つ
つ
し

あ

ひ
さ

い
つ
は

先
民

定
れ
従
ふ
｡
天
を
承
け
家
を
砥
み
､
允
恭

度
格
｡
庶
井
を
豊
卓
に
し
､
放
力
し
て
射

さ
ず
｡
民
を
他
ふ
る
こ
と

留

し

く
､
読

り

作
す
こ
と

いと
ま

か
ぞ

皇

あ

ら
ず
｡
別
に
十
邑
を

計

へ

､
園
の
是
れ
度
と
す
｡
此
に
還
奉
し
､
以
て
貧
薄
に
庭
す
｡
苑
を
罷
め
解
を
置
き
､
里
を
築
き
宅
を
作
る
｡
以

て
貧
窮
に
庭
し
､
此
の
資
猫
を
哀
れ
む
｡
常
盈
倉
を
起
て
､
五
十
高
射
'
諸
生
の
畠
に
儲
へ
､
以
て
好
撃
を
勤
む
｡
志
は
翠
元
に
在
り
､
是
れ

や
す
ん

す
く

労
し
是
れ
勤
む
O
春
に
清

･
涯
を
巡
り
､
秋
に
責
山
に
錬
り
､
夏
に
部

･
杜
を

撫

じ

､
冬
に
淫

･
契
を

郎

ふ

.
大
射

響
飲
す
､
飛
羽
の
門
.
香

や
す

な
だ

と
ど

つ
つ

み
ち
び

助
を

績

ん

じ

宥

め

､
婦
人
を

拘

め

ず
｡
刑
女

家
に
締
り
､
以
て
貞
信
を
育
む
O
玄
冥

季
冬
'
上
蘭
に
捜
狩
す
｡
寅

し

ん
で
日
の
出
づ
る
を

賓

き

'

み
づ
か

暢
谷
に
東
秩
す
｡
鳴
鳩

羽
を
排
ひ
､
勝

桑
木
に
降
る
｡
繭
館
に
憲
し
､
産
を

窮

ら

し
曲
を
執
る
o
群
妾
を
師
導
し
､
威
な
若
葉
に
循
ふ
｡
繭
を

つ
つ
し

分
け
崩
を
埋
め
､
女
工
是
れ

勅

む

｡
避
遜

祉
を
蒙
り
､
中
外

福
を
浸
す
｡
京
よ
り
海
に
逮
び
､
徳
を
仰
が
ざ
る
は
贋
し
｡
類
を
成
し
生
を
存
し
､

楊
雄

｢
元
后
諌
｣
の
背
景
と
文
麿



一
二
八

た
め

天
地
の
経
を
乗
る
.
物
と
し
て
埋
ま
ら
ざ
る
は
無
く
､
人
と
し
て
寧
ん
ぜ
ざ
る
は
無
し
｡
尊
競
文
母
､
新
の

興

に

成
有
り
O
世
～
長
寿
を
奉
じ
､

し
る

堕
し
傾
く
こ
と
有
る
摩
か
ら
ん
｡
徳
を
太
常
に
著
し
'
諸
れ
を
族
族
に

注

さ

ん
｡
鳴
呼

哀
し
い
か
な
､
以
て
鴻
名
を
昭
ら
か
に
せ
ん
｡

○
皇
皇
‥

『
詩
』
魯
頒

･
間
宮

｢
皇
皇
后
帝
､
皇
組
后
穫
｣

○
孔
減
‥

『
漢
書
』
躍
禦
志

･
安
世
房
中
歌

｢
告
藍
既
響
､
徳
音
孔
戚
'
惟
徳
之
減
､
建
侯
之
常
｣

○
珪
壁
'
新
帝
母
‥

『
漢
書
』
元
后
俸

｢
於
是
冠
軍
張
永
戯
符
命
鋼
壁
､
文
言

『
太
皇
太
后
営
為
新
重
文
母
太
皇
太
后
』｣

○
命
服
..
『
詩
』
小
雅

･
栄
吉

｢
服

其
命
服
､
朱
帯
斯
皇
｣
○
伊
何
‥
『
詩
』
小
雅
･小
所

｢
何
事
干
天
､
我
罪
伊
何
｣

○
押
紙
=

『
書
』
太
甲
･上

｢
先
王
顧
註

天
之
明
命
､
以
承
上
下
神
祇
･杜
穫
･

宗
廟
､
岡
不
砥
粛
｣
○
允
恭
=

『
書
』
尭
典

｢
允
恭
克
譲
､
光
被
四
表
､
格
子
上
下
｣

○
放
力
‥
『
書
』
秦
誓

｢
番
番
良
士
'
放
力
既
慾
､
我
倫
有
之
｣

○
他
民
.去
左
博
』
裏
二
六
｢
古
之
治
民
者
'勧
賞
而
畏
刑
'他
民
不
備
｣

○
不
皇
‥
『
詩
』
小
雅
･小
所
｢
心
之
憂
夫
o
不
達
慣
寮
｣

○
別
計
十
邑
'
以
庭
貧
薄
‥

『漢
書
･平
帝
紀
』
｢
(
元
始
元
年
)
太
皇
太
后
省
所
食
湯
休
邑
十
解
､
屠
大
司
農
'
常
別
計
其
租
入
'
以
婚
貧
民
｣

○
罷
苑
置
締
､
築
里
作
宅
､
以
庭
貧
窮
‥

『
漢
書
』

平
帝
紀

｢
(
元
始
二
年
)
郡
園
大
草
-
罷
安
定
呼
池
苑
､
以
烏
安
民
粁
'
起
官
寺
市
里
､
募
徒
貧
民
､
賄
次
給
食
｣

○
起
常
盈
倉
'
寓
話
生
儀
､
以
勧
好
学
=

『
漢
書
』

王
弄
倖
･上

｢
(
元
始
元
年
)
弄
奏
起
明
堂
･鮮
薙
･重
量
'
薦
学
者
築
舎
高
値
､
作
市
･常
満
倉
'
制
度
甚
盛
｣

○
琴
冗
『
漢
書
』
王
弄
俸
･中

｢
(
弄
)
下
書
日

『
余

以
不
徳
'
襲
干
聖
組
'
薦
商
国
主
o
思
安
寧
九
､
在
干
建
侯
､
分
州
正
域
､
以
美
風
俗
O
追
監
前
代
､
麦
綱
愛
紀
』
｣

○
清
潅
'
責
山
､
部
杜
'
淫
契
､
響
飲
飛
羽
'

上
蘭
'
繭
鯨
=
『
漢
書
』
元
后
俸

｢
(
王
)
弄
又
知
太
后
婦
人
厭
居
深
宮
中
､
弄
欲
虞
禦
以
市
其
権
'
乃
令
太
后
四
時
車
駕
巡
狩
四
郊
､
存
見
孤
寡
貞
婦
｡
春
季
蘭
館
､

率
皇
后
列
侯
夫
人
桑
､
連
覇
水
両
級
除
｡
夏
遊
簡
宿
･都
･杜
之
間
.
秋
歴
東
館
'
望
昆
明
､
集
黄
山
宮
O
冬
響
飲
飛
羽
､
校
機
上
蘭
､
登
長
平
館
､
臨
浸
水
而
賢
蕎
O

太
后
所
至
屠
蘇
､
輔
施
恩
恵
'
賜
民
鎮
吊
牛
酒
､
歳
以
薦
常
｣

○
刑
女
蹄
家
'
以
育
貞
信
=
『
漢
書
』
平
帝
紀

｢
(
元
始
元
年
)
天
下
女
徒
己
論
､
蹄
家
､
顧
山

銭
月
三
百
O
復
貞
婦
'
郷

一
人
｣

○
黄
寅
‥

『
書
』
尭
典

｢
分
命
義
仲
､
宅
哨
夷
日
暢
谷
O
寅
案
出
日
､
午
秩
東
作
｣

○
鴨
場
排
羽
､
勝
降
桑
木
､
窮
笹
執
曲
､

分
繭
埋
綿
‥

『
躍
記
』
月
令

(
季
春

)
｢是
月
也
､
命
野
虞
､
母
伐
桑
柘
O
鳴
鳩
沸
其
羽
､
戴
勝
降
千
乗
｡
異
曲
植
蓮
管
｡
后
妃
膏
戒
'
親
東
郷
窮
桑
'
禁
婦
女
母
親
'

省
掃
使
以
勧
芸
事
｡
荒
事
既
登
､
分
蘭
稗
紙
数
功
､
以
共
郊
廟
之
服
､
母
有
敢
惰
｣

○
造
避
豪
祉
'
中
外
壁
帽
‥

『
史
記
』
司
馬
相
如
俸

･
難
苛
父
老

｢
遭
遇

1
倍
､

中
外
提
癌
､
不
亦
康
平
｣

○
有
成
‥

『
詩
』
小
雅

･
黍
苗

｢
召
伯
有
成
'
王
心
則
寧
｣

○
長
寿
‥

『
漢
書
』
元
后
俸

｢
(
王
弄
)
堕
壌
孝
元
廟
'
更
薦
文
母
太

后
起
廟
'
濁
置
孝
元
廟
故
殿
以
薦
文
母

等食堂
｡
既
成
､
名
目
長
寿
宮
｣

○
太
常
.'
『
書
』
君
牙

｢
蕨
有
成
績
､
紀
子
太
常
｣

孔
停

｢
王
之
旋
旗
量
目
月
日
太
常
｣



こ
の
段
で
は
元
后
の
よ
く
政
事
を
補
い
人
々
に
施
し
た
こ
と
な
ど
を
述
べ
る
｡
『
漢
書
』
に
記
さ
れ
る
事
績
が
列
挙
さ
れ
､『
詩
経
』
『
書

経
』
の
語
句
を
産
め
て
い
る
｡
以
下
は
要
旨
で
あ
る
｡

王
氏
は
輝
き
､
元
后
は
壁
を
賜
り
新
室
文
母
と
な
り
､
命
に
従
い
徳
を
施
し
た
の
で
あ
る
｡
衣
服

･
食
事
は
質
素
に
し
て
神
を
敬
い
､

慣
み
深
く
人
々
を
敬

っ
た
｡
そ
し
て
力
を
蓋
く
し
て
倦
む
こ
と
な
-
､
薫
り
も
豊
か
に
な

っ
た
｡
十
邑
を
分
か
ち
御
苑
を
廃
し
､
土
地
を

拓
い
て
貧
民

･
寡
婦
を
憐
れ
み
､
倉
を
建
て
て
学
生
を
援
助
し
た
｡
四
季
折
々
に
は
各
地
を
巡
り
'
磨
く
施
し
を
行
な

っ
て
い
る
｡
と
り

わ
け
婦
女
子
を
慰
め
'
養
鷺
を
指
導
し
て
線
繰
り
に
励
ま
せ
た
O
こ
の
よ
う
に
し
て
地
方
も
中
央
も
よ
く
治
ま
り
､
民
衆
は
徳
を
仰
い
で

安
ら
い
だ
の
で
あ
る
｡
元
后
の
新
の
た
め
に
功
績
を
積
ん
だ
こ
と
､
長
詩
廟
に
配
り
記
し
て
永
く
俸
え
よ
う
｡

〔
四
〕

0

0

0

0

享
園
六
十
'
阻
落
而

崩
｡
四
海
傷
懐
'
揮
踊
附

心
｡
若
喪
考
批
'
過
密
八

音
｡
鳴
呼
哀
哉
､
高
方
不

勝
｡(
蒸
俊
平
)

O

o

o

o

o

徳
被
海
表
'
潮
流
魂
精

｡
去
此
昭
昭
､
就
彼
冥
冥

｡
忽
号
不
見
､
超
今
西
征

｡
既
作
下
宮
'
不
復
故
庭

｡
安
城
伊
銘

｡
鳴
呼
哀
哉
｡
(
耕
平
)

園
を
享
く
る
こ
と
六
十
に
し
て
へ
阻
落
し
て
崩
ぜ
り
｡
四
海

傷
懐
し
､
僻
踊

附
心
す
｡
考
牡
を
喪
ふ
が
ご
と
く
'
八
音
を
過
密
す
｡
鳴
呼

哀

あ
ま
ね

し
い
か
な
､
馬
方
勝
へ
ず
｡
徳
は
海
表
を
被
ひ
､
禰

く

魂
精
を
流
す
｡
此
の
昭
昭
を
去
り
､
彼
の
冥
冥
に
就
く
｡
忽
と
し
て
見
へ
ず
'
超
と
し
て

と

西
征
す
｡
既
に
下
宮
を
作
し
､
故
の
庭
に
復
ら
ず
｡
安
に
伊
の
銘
を
械
づ
｡
鳴
呼

哀
し
い
か
な
｡

○
阻
落
､四
海
'若
喪
考
敗
､過
密
八
音
‥
『書
』
舜
典
｢
二
十
有
八
載
､帝
乃
阻
落
｡
百
姓
如
喪
考
敗
､三
載
､四
海
過
密
八
音
｣

○
傷
懐
=
『詩
』
小
雅
･白
華
｢噴

歌
傷
懐
'念
彼
碩
人
｣

○
折
柄
‥
『孝
煙
』
喪
親
｢塀
踊
突
泣
､哀
以
遠
之
｣

○
肘
心
4'
『儀
意
』

士
喪
穫
｢婦
人
附
心
不
実
｣

○
去
此
昭
昭
'就
彼
冥
冥
､

忽
今
不
見
'
超
今
西
征
､
既
作
下
富
'
不
復
故
庭
､
鳴
呼
哀
哉
‥
『漢
書
』
外
戚
俸
･上
'
武
帝
･
李
夫

人
賦
｢超
今
西
征
､
屑
号
不
見
｡
麿
淫
触
覚
､
寂
号
無
音
'

思
若
流
波
､
但
今
在
心
｡
乱
日
-
去
彼
昭
昭
'
就
冥
冥
今
､耽
下
新
宮
'
不
復
故
庭
号
o
鳴
呼
哀
哉
､
想
魂
塞
今
｣

○
海
表
‥
『書
』
立
政
｢方
行
天
下
'
至
干
海
表
'

楊
雄
｢元
后
諌
｣
の
背
景
と
文
髄



一
三
〇

岡
有
不
服
｣

○
下
宮
‥
『
稽
記
』
文
王
世
子

｢
諸
子
諸
孫
守
下
宮
下
室
｣

結
び
の
部
分
で
あ
り
､

ま
ず
皇
后

と
な
っ
て
よ
り
六
十
年
に
し
て
捜
し
､
国
中
が
悲
し
ん
で
い
る
こ
と
を
言
う
｡
そ
し
て
魂
晩
の
こ
の

世
を
去
っ
て
彼
方
へ
赴
き
'
二
度
と
は
戻
ら
な
い
こ
と
を
述
べ
る
｡
生
前
の
事
績
を
記
す
こ
と
の
多
か
っ
た
他
の
段
に
比
べ
れ
ば
､
い
さ

⑮

さ
か
叙
情
的
で
あ
る
｡
た
だ
し
半
ば
は

『
書
経
』
舜
典
と
武
帝
の

｢
李
夫
人
賦
｣
の
語
に
擦
っ
て
い
る
｡

｢
元
后
諌
｣
の
内
容
と
背
景

前
章
の
解
樺
を
ふ
ま
え
'
｢
元
后
諌
｣
の
内
容
と
文
髄
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
｡
初
め
に
内
容
か
ら
検
討
を
始
め
よ
う
｡

｢
元
后
謀
｣
に
元
后
へ
の
讃
酢
と
哀
悼
の
情
が
'
元
后
の
生
涯
を
た
ど
り
､
事
績
と
と
も
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
嘗
然
の
こ
と
で
あ

る
｡む
し
ろ
そ
れ
以
外
の
事
柄
は
記
す
べ
き
で
は
な
い
｡と
こ
ろ
が
必
要
以
上
に
甥
で
あ
る
王
葬
の
事
績
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
｡既
に
指
摘
し

た
通
り
'｢
元
后
諌
｣
の
第
二
段
は
全
て
が
王
葬
の
行
寅
で
あ
り
､
そ
れ
を
栴
讃
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
｡
第
二
段
は
五
十
句
あ
る
か
ら
､

分
量
と
し
て
は
王
葬
へ
の
讃
静
が
全
髄
の
三
分
の
1
弱
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
｡

そ
の
よ
う
に
な
っ
た
理
由
の
1
つ
が

｢(王
)
弄

大
夫
楊
雄
に
詔
し
謀
を
作
ら
し
む
｣
(『漢
書
』
元
后
俸
)
と
い
う
制
作
事
情
に
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
｡
葬
頑
の
際
に
'
詔
を
尊
し
て
作
ら
せ
た
王
葬
の
眼
前
で
諦
讃
さ
れ
た
可
能
性
さ
え
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

⑱る｡そ
も
そ
も
楊
雄
と
元
后
の
直
接
の
接
鮎
は
見
富
た
ら
な
い
｡
両
人
が
何
ら
か
の
交
渉
を
も
つ
た
と
す
る
記
録
は
な
-
､
朝
廷
勤
め
の
長

か
っ
た
楊
雄
と
は
い
え
､
直
接
に
接
簡
す
る
機
合
が
ど
れ
ほ
ど
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
｡
そ
れ
に
比
べ
元
后
と
王
葬
の
関
係
は
簡
単

な
も
の
で
は
な
い
｡
単
な
る
伯
母
と
甥
と
い
う
血
縁
以
上
に
政
治
の
世
界
に
お
け
る
関
係
は
深
く
､
元
后
の
死
は
王
葬
に
と
っ
て
重
大
な



意
味
を
も
つ
｡
そ
こ
で
以
下
に
二
人
の
関
係
を
探

っ
て
み
る
｡

ま
ず
元
后
は
元
帝
に
嫁
L
t
そ
の
子
が
成
帝
と
な

っ
た
後
､
哀
帝
､
平
帝
と
四
代
六
十
年
に
わ
た
り
漠
室
を
守

っ
た
た
め
'
｢
天
下
の
母
｣

(『
漢
書
』
元
后
俸
)
と
讃
え
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
｡
王
葬
は
元
后
よ
り
二
十
六
歳
年
少
で
あ
り
､
漢
朝
に
あ

っ
て
頭
角
を
現
し
た
の
は
ほ

と
ん
ど
元
后
の
力
に
擦
る
も
の
で
あ
る
｡

王
葬
は
成
帝
の
時
､
二
十
四
歳
で
黄
門
郎
に
取
り
立
て
ら
れ
て
い
る
が
､
そ
れ
は
伯
父
の
王
鳳
が
元
后
と
成
帝
に
王
芥
の
後
見
を
要
請

し
た
た
め
で
あ
る
.
平
帝
期
に
は
安
漢
公
､
撮
皇
帝
と
な
り
､
諸
子
嬰
を
廃
し
て
新
王
朝
の
建
園
に
至

っ
た
｡
こ
れ
を

冗
后
が
勢
威
を
振

る
っ
た
時
期
で
あ
り
､
二
人
は
相
互
に
支
え
合

っ
て
外
戚
政
治
を
進
め
た
の
で
あ
る
｡
そ
し
て
新
を
建
国
し
た
五
年
後
に
元
后
が
卒
し
て

い
る
｡

で
は
元
后
と
王
葬
の
関
係
は
良
好
で
あ

っ
た
か
と
い
え
ば
'
む
し
ろ
逆
で
あ
る
｡
王
葬
が
力
を
蓄
え
る
に
従
い
'
両
者
の
間
に
は
次
第

に
乱
韓
が
生
じ
る
｡
最
も
厳
し
く
封
立
し
た
の
は
新
を
建
国
し
た
際
で
あ
ろ
う
｡
王
葬
は
符
命
を
奉
じ
て
即
位
す
る
と
､
漢
王
朝
統
治
の

象
徴
で
あ
る
俸
園
の
璽
を
入
手
し
よ
う
と
し
た
｡
常
時
そ
れ
を
保
管
し
て
い
た
の
は
元
后
で
あ
る
｡
元
后
は
王
葬
が
漢
を
滅
ぼ
す
こ
と
を

支
持
し
な
か
っ
た
の
で
'
璽
を
わ
た
す
こ
と
を
拒
否
し
た
が
､
王
葬
は
そ
れ
を
強
引
に
奪

っ
た
の
で
あ
る
｡
元
后
博
に
は
､
停
閲
の
璽
を

守
り
き
れ
な
い
と
覚

っ
た
元
后
は
､
璽
を
地
に
投
げ
つ
け
た
と
記
さ
れ
て
い
る
｡

こ
の
ほ
か

｢
元
后
諌
｣
第
三
段
に
記
さ
れ
た
長
寿
廟
は
'
二
人
の
関
係
の
推
移
を
よ
く
示
す
存
在
で
あ
る
｡
元
后
博
に
よ
っ
て
推
移
を

見
て
お
こ
う
｡

初
め
､弄

安
漢
公
為
り
し
時
'叉
た
太
后
(
元
后
)
に
諮
ひ
､元
帝
廟
を
尊
び
て
高
宗
と
為
し
'太
后
妻
駕
の
後

宮
に
産
を
以
て
配
食
す
べ
L
と
奏
す
｡

弄

太
后
を
改
競
し
新
室
文
母
と
焦
す
に
及
び
､
之
を
漢
よ
り
絶
ち
､
鰹
を
元
帝
に
得
し
め
ず
｡
孝
元
廟
を
堕
壊
し
'
吏
め
て
文
母
太
后
の
烏
に
廟

いま

を
起
て
､
猫
だ
孝
元
廟
の
故
殿
を
置
き
以
て
文
母
の
等
食
堂
と
薦
す
｡
既
に
成
り
､
名
づ
け
て
長
寿
宮
と
日
ふ
.
太
后
の
在
す
を
以
て
の
故
に
未
だ

楊
雄

｢
元
后
諌
｣
の
背
景
と
文
慣



t
lltl1

⑰

之
を
廟
と
謂
は
ず
｡

元
后
は
元
帝
と
合
把
さ
れ
る
よ
う
漢
の
制
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
た
も
の
を
､
王
葬
は
新
を
建
て
た
後
へ
漢
と
の
繋
が
り
を
断
つ
た
め

に
改
め
て
新
室
文
母
で
あ
る
元
后
の
た
め
に
廟
を
作
ら
せ
て
い
る
｡
そ
し
て
元
帝
の
廟
の
元
の
建
物
を
元
后
の
供
物
置
場
と
し
､
長
寿
富

と
名
付
け
た
の
で
あ
る
｡

こ
の
記
事
に
あ
る
よ
う
に
､
初
め
は
元
后
に
婚
び
て
い
た
王
葬
は
､
次
第
に
身
勝
手
な
行
勤
を
と
る
よ
う
に
な
る
｡
そ
し
て

｢
弄

纂

⑱

位
の
後
よ
り
､
太
后
の
怨
恨
を
知
り
､
太
后
に
楯
ぶ
る
所
以
を
求
め
篤
さ
ざ
る
は
無
き
に
'
然
れ
ど
も
愈
"
説
ば
れ
ず

｣

と
い
う
状
態
に

至
っ
た
と
こ
ろ
で
元
后
は
逝
去
す
る
の
で
あ
る
｡

二
人
の
関
係
が
以
上
の
通
り
で
あ
っ
た
な
ら
､
元
后
の
死
を
知
っ
た
時
'
果
た
し
て
王
葬
は
ど
の
よ
う
な
感
情
を
も
っ
た
だ
ろ
う
か
｡

言
う
ま
で
も
な
く
元
后
は
漠
室
の
血
統
を
作
っ
た
女
性
で
あ
り
､王
葬
の
庇
護
者
で
あ
っ
た
｡し
か
し
既
に
皇
帝
と
な
っ
た
王
葬
に
は
も
は
や
必

要
で
は
な
く
､
む
し
ろ
目
障
り
な
存
在
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡
そ
し
て
元
后
の
葬
儀
こ
そ
漢
の
血
統
が
拭
い
去
ら
れ
'新

王
朝
の
確
立
を
存
分
に
賓
感
で
き
た
瞬
間
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
｡
そ
の
よ
う
な
時
'
王
葬
の
詔
に
鷹
え
た
楊
雄
が
､
｢
元
后
諌
｣
に
元
后

へ
の
哀
蔚
の
み
な
ら
ず
､
王
弄
讃
美
の
語
を
過
剰
に
書
き
入
れ
た
の
は
自
然
な
こ
と
と
言
え
よ
う
｡

な
お
､
楊
雄
と
王
葬
の
関
係
に
つ
い
て
は
古
来
多
く
の
議
論
が
あ
る
が
､
｢
元
后
諌
｣
の
ほ
か
に

｢
劇
秦
美
新
｣
を
表
し
､
『
法
言
』
に

⑩

お
い
て
も
王
葬
を
讃
美
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら

'

楊
雄
は
王
葬
を
支
持
し
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
富
で
あ
ろ
う
｡

一
度
な
ら
ず
三
度

ま
で
栴
讃
す
る
の
で
あ
る
か
ら
､
偽
り
の
な
い
心
情
と
見
な
す
べ
き
で
あ
る
｡

｢
元
后
譲
｣
の
文
髄



次
に

｢
元
后
諌
｣
の
文
照
を
見
て
み
よ
う
｡

全
髄
は
概
ね
四
言
句
で
構
成
さ
れ
､
基
本
的
に
偶
数
句
の
末
字
が
押
韻
し
て
い
る
｡
そ
し
て
百
八
十
二
句
に
及
ぶ
長
篇
で
あ
る
｡
以
上

の
鮎
は
､
｢
孔
子
諌
｣
｢
柳
下
意
課
｣
に
見
ら
れ
な
い
特
色
で
あ
る
.

ま
ず
こ
の
四
言
と
い
う
文
髄
に
つ
い
て
考
え
て
お
き
た
い
.
楊
雄
に
は
他
に
四
言
の
韻
文
と
し
て

｢
遭
充
園
頒
｣
が
あ
る
｡
こ
の
作
品

は

『
漢
書
』
遭
充
園
侍
の
ほ
か

『
文
選
』
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
｡
漢
の
武
帝
か
ら
宣
帝
の
時
代
に
活
躍
し
た
趨
充
園
将
軍
を
煩
え
る
四

⑳

言
三
十
二
句
よ
り
な
る
有
韻
の
苦
節
で
あ
る
｡
煩
と
課
で
は
性
質
が
異
な
る
も
の
の
へ
と
も
に
稗
讃
を
行
な
う
文
節
で
あ
る
｡
そ
し
て
上

書
や
書
簡
の
よ
う
な
叙
事
の
散
文
と
は
異
な
り
､
修
辞
の
凝
ら
さ
れ
た
有
韻
の
美
文
で
あ
る
｡

頭
や
課
の
よ
う
な
有
韻
の
修
節
的
な
文
髄
は
古
代
に
あ
っ
て
数
多
く
作
ら
れ
て
い
る
｡
そ
れ
ら
が

｢
文
｣
と
呼
ば
れ
､
無
韻
の

｢
筆
｣

と
直
別
さ
れ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
よ
う
｡
後
の
資
料
に
な
る
が
『
文
鏡
秘
府
論
』
(西
巻
､文
筆
十
病
得
失
)
所
引
の
侠
名

『
文
筆
式
』

で
は

｢
文
｣
に

｢
詩
､
賦
'
銘
､
煩
､
蔵
'
讃
'
弔
'
課
｣
を
挙
げ
､
｢
筆
｣
に
は

｢
詔
､
策
､
移
'
撒
'
章
､
奏
､
書
､
啓
｣
を
挙
げ

て
い
る
｡
こ
こ
で

｢
文
｣
に
数
え
ら
れ
た
八
種
の
文
髄
に
､
爾
漢
の
頃
､
多
く
の
四
言
句
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
既
に
注
目
さ
れ
､
『
詩
経
』

⑳

以
来
の
四
言
詩
と
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
｡

｢
元
后
諌
｣は
四
言
有
韻
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
､典
接
と
し
て
『
詩
経
』が
最
も
多
か
っ
た
｡

以
上
の
こ
と
か
ら

｢
元
后
諌
｣
は

｢
遭
充
国
領
｣
と
と
も
に
前
漠
の
詩
歌
や

｢
文
｣
同
様
に

『
詩
経
』
の
強
い
影
響
の
下
に
作
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
｡

｢
元
后
諌
｣
以
後
､
課
は
陸
縛
と
作
ら
れ
､
厳
可
均

『
全
後
漢
文
』
に
は
十
六
簾
､
『
文
選
』
に
は
二
巻
に
わ
た
り
八
篤
の
課
が
収
め
ら

れ
て
い
る
｡
こ
れ
ら
の
多
く
の
部
分
が
楊
雄

｢
元
后
諌
｣
を
範
と
し
て
い
る
と
は
し
ば
し
ば
言
わ
れ
る
事
で
あ
る
｡
い
ま
注
意
を
喚
起
し

た
い
の
は
'｢
元
后
諌
｣
以
前
に
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
て
い
な
い
謀
が
､｢
元
后
課
｣
以
後
さ
か
ん
に
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
｡

｢
元
后
諌
｣
以
前
の
課
が
殆
ど
俸
わ
ら
な
い
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
｡
課
に
関
す
る
記
述
が
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
､
作
ら

楊
雄

｢
元
后
諌
｣
の
背
景
と
文
億



一
三
四

れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
｡
た
と
え
作
ら
れ
た
と
し
て
も
､
葬
超
の
際
の
1
過
性
の
文
章
と
し
て
破
棄
さ
れ
た
の
か

も
し
れ
な
い
｡
い
ず
れ
に
せ
よ
明
ら
か
な
の
は
､
俸
承
に
耐
え
う
る
課
が
多
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
で
あ
る
.
前
漠

一
代
を
眺
め
て

も
侠
句
す
ら
見
昔
た
ら
な
い
｡
｢
元
后
諌
｣
ほ
ど
に
整
い
'
修
辞
の
凝
ら
さ
れ
た
長
文
の
課
は
楊
雄
以
前
に
無
か
っ
た
も
の
と
考
え
て
よ

い
と
思
わ
れ
る
｡
で
は
な
ぜ
楊
雄
は
前
例
の
数
少
な
い
謀
を
作
っ
た
の
だ
ろ
う
か
｡
理
由
は
王
葬
よ
り
詔
を
受
け
た
た
め
だ
け
だ
ろ
う
か
｡

小
論
の
冒
頭
に
記
し
た
通
り
､
楊
雄
は
多
数
の
作
品
を
遺
し
て
い
る
｡
そ
れ
は
様
々
な
文
髄
の
作
品
で
あ
る
｡
｢
元
后
諌
｣
の
ほ
か
に

前
例
の
少
な
い
文
鰹
も
あ
る
｡
た
と
え
ば
蔵
で
あ
る
｡
楊
雄
は

｢
十
二
州
蔵
｣
｢
百
官
蔵
｣
を
著
し
た
が
､
そ
れ
は
先
秦
の
数
篇
以
後
途

⑳

絶
え
て
い
た
文
億
で
あ
る
｡
そ
れ
を
楊
雄
が

｢
虞
人
之
蔵
｣
(『左
俸
』
嚢
四
)
に
基
づ
い
て
､
作
成
し
た
の
で
あ
る
｡
｢
連
珠
｣
に
至
っ
て

⑳

は
楊
雄
が
創
始
し
た
文
鰻
で
あ
る

｡

こ
の
ほ
か
楊
雄
が
取
り
組
ん
だ
文
贋
に
は
箭
賦
の
ほ
か
に
煩
､
設
論

(｢解
謝
｣)､
銘

(｢解
邸
銘
｣
他
)

⑭

な
ど
が
あ
る
｡
更
に

『
易
経
』
に
模
し
た

『
太
玄
』､
『
論
語
』
に
象
っ
た

『
法
言
』
の
文
髄
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば

､

楊
雄
と
い
う
作
家
が

ど
れ
ほ
ど
文
鰹
へ
の
取
り
組
み
に
意
欲
的
で
あ
っ
た
か
が
理
解
で
き
よ
う
｡

こ
の
よ
う
に
楊
雄
が
文
髄
や
表
現
に
異
様
な
ま
で
に
精
力
を
傾
注
す
る
の
は
､
辞
賦
の
制
作
を
止
め
た
こ
と
と
も
関
係
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
｡
節
賦
作
家
と
し
て
登
用
さ
れ
た
楊
雄
が
そ
の
筆
を
折
る
以
上
､
鮮
賦
以
外
の
文
贋
を
求
め
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
｡
そ
れ
が
多
様
な

文
膿
へ
の
挑
戦
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡

楊
雄
が

｢
元
后
諌
｣
に
よ
っ
て
前
例
の
少
な
い
謀
と
い
う
文
膿
に
取
り
組
み
､
四
言
有
韻
､
『
詩
経
』
に
基
づ
い
た
作
品
に
作
り
上
げ

た
こ
と
は
'
そ
の
文
鰹
や
表
現
に
封
す
る
意
欲
を
端
的
に
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡
『
文
心
離
龍
』
諌
碑
は

｢
元
后
諌
｣
を

｢
文

章
に

煩
積
｣
と
許
す
る
が
､
晩
年
に
あ
っ
て
も
厭
く
こ
と
な
く
文
髄
の
追
究
を
綬
け
た
楊
雄
の
1
面
を
示
す
作
品
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
｡



①

譲
を
通
史
的
に
論
じ
た
研
究
に
福
井
佳
夫

｢
六
朝
文
髄
論
-
課
に
つ
い
て
-
｣
(『
中
国
中
世
文
学
研
究
』
一
四
既
､
中
国
中
世
文
学
脅
､

1
九
七
九
年

)
や
黄

金
明

『
漢
観
音
南
北
朝
諌
碑
文
研
究
』
(
人
民
文
学
出
版
社
'
二
〇
〇
五
年
)
が
あ
る
｡

②

『
穫
記
』
檀
弓
上
に
も
同
じ
場
面
が
記
さ
れ
て
い
る
が
'
諒
解
は
｢天
不
遺
書
老
､
真
相
予
位
蔦
､
鳴
呼
哀
哉
尼
父
｣
と
簡
略
に
な
っ
て
い
る
O

③

他
に

『
西
京
雑
記
』
巻
上
に
卓
文
君
が
司
馬
相
如
の
た
め
に
作
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
､
課
辞
は
明

･
梅
鼎
蹄
の

『
西
漢
文
紀
』
巻
二
二
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
､

偶
作
の
疑
い
が
あ
る
の
で
今
は
と
ら
な
い
O
『
北
豊
吉
砂
』
巻

1
〇
二
に
は

『
漢
武
故
事
』
を
引
き
演
武
帝
が
公
孫
弘
の
た
め
に
課
を
作
っ
た
こ
と
が
見
え
'
宋

･

晃
載
之

『
績
談
助
』
巻
三
に
は
そ
の
謙
節
が
記
さ
れ
て
い
る
が
後
世
の
作
で
あ
ろ
う
｡
ま
た
､
諌
節
は
侍
わ
ら
な
い
も
の
の

『
躍
記
』
檀
弓
上
に
は
魯
荘
公
が
解

貴
父
と
卜
園
の
二
人
の
勇
士
に
課
を
賜
っ
た
こ
と
が
見
え
る
｡

④

『
太
平
御
覧
』
巻
五
九
六
に
は
撃
虞
の

｢
文
章
流
別
論
｣
を
引
き
'｢
詩
頒
簾
銘
之
篇
'
皆
有
往
古
成
文
､
可
放
依
而
作
､
惟
謙
無
定
制
｡
故
作
者
多
異
蔦
｣
と
あ
る
O

ま
た
'
『
論
語
』
述
而
に
は

｢
子
疾
病
｡
子
路
請
藤
｡
子
日

『
有
諸
｡』

子
路
封
日

『
有
之
｡
課
目

｢
藤
爾
干
上
下
紳
酷
｣』
子
日

『
丘
之
藤
久
央
O
』｣
と
い
う

1
章

が
あ
る
o
こ
こ
に
言
う

｢
諌
｣
は
'
死
者
を
哀
悼
す
る
辞
と
考
え
る
説

と

(
集
注
)､
藤
の
篇
名
と
す
る
説

(
古
注
ほ
か
)
が
あ
る
｡
こ
の
よ
う
な
解
樺
の
不

1
敦

も
譲
の
形
式
が
不
明
瞭
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
｡

⑤

底
本
と
し
た
九
巻
本
は

『
古
文
苑
』
九
巻

(
1
八
七
九

〔
光
緒
二
十
三
〕
年
'
楊
守
敬
刊
本
)
で
あ
り
､
注
樺
と
分
段
に
は

『
古
文
苑
』
二
十

1
巻

･
章
樵
注

(
四
部
叢
刊
本
)､
『
揚
雄
集
校
注
』
張
震
津

二

九
九
三
年
､
上
海
古
籍
出
版
社
)'
『
新
語
揚
子
雲
集
』
葉
幼
明

(
一
九
九
七
年
､
三
民
書
局
)､
『
揚
雄
文
集
等
注
』

鄭
文

(
二
〇
〇
〇
年
'
巴
萄
書
杜
)'
『
揚
雄
集
校
注
』
林
貞
愛

(
二
〇
〇
一
年
､
四
川
大
学
出
版
社
)
を
参
照
し
た
｡

⑥

押
韻
の
調
査
は
羅
常
培

･
周
組
講

『
漠
観
音
南
北
朝
韻
部
演
撃
研
究
(
第

1
分
冊
)』
(
科
学
出
版
杜
'
一
九
五
八
年
)
に
基
づ
く
｡
韻
部
に
両
親
字
を
奉
げ
て

い
る
の
は
合
韻
で
あ
る
｡

⑦

｢
備
｣
字
を
底
本
は

｢
被
｣
に
作
る
が
､
『
重
文
額
架
』
に
掠
り
改
め
る
｡

⑧

た
だ
し

『
春
秋
左
氏
停
』
に
は

｢
秋
八
月
辛
卯
､
沙
鹿
崩
｡
晋
卜
侶
日
､
期
年
洛
有
大
谷
'
幾
亡
国
｣
(
億
公
十
四
年
)
と
あ
る
の
み
で
､
聖
女
の
こ
と
は
記
さ

れ
て
い
な
い
｡

楊
雄

｢
元
后
諌
｣
の
背
景
と
文
健



一

三

六

⑨

｢
格
｣
字
を
底
本
は

｢
格
｣
に
作
る
が
'
二
十

一
巻
本
に
操
り
改
め
る
｡

⑩

｢
干
｣
字
を
底
本
は

｢
千
｣
に
作
る
が
､
二
十

一
巻
本
に
揺
り
改
め
る
｡

⑪

｢
堂
｣

字
を
底
本
は

｢
壁
｣
に
作
る
が
､
二
十

一
巻
本
に
擦
り
改
め
る
o

⑫

｢
十
｣
字
を
底
本
は

｢
千
｣
に
作
る
が
､
二
十

1
巻
本
に
揺
り
改
め
る
.

⑬

｢
勝
降
桑
木
｣
字
を
底
本
は

｢
戴
勝
降
桑
｣
に
作
る
が
'
『
重
文
類
衆
』
に
よ
り
改
め
る
｡
銭
配
州締

『
古
文
苑
校
勘
記
』
も

｢
桑
字
不
合
韻
｣
と
言
う
｡

⑭

｢
成
｣
字
を
底
本
は

｢成
｣
に
作
る
が
'
二
十

一
巻
本
に
よ
り
改
め
る
｡

⑮

｢
李
夫
人
賦
｣
と

｢
元
后
課
｣
の
比
較
は
福
井
佳
夫
前
掲
論
文
に
行
わ
れ
て
い
る
｡

⑩

『
周
蔵
』
に
よ
れ
ば
'
課
は
大
税
の
官
が
作
り

(『
同
』
大
覗
)'
大
史
が

｢
大
喪

(
王
の
喪
)｣
に
際
し
て

｢
課
を
謹
み
｣
(『
同
』
大
史
)､
｢
卿
大
夫
の
喪
｣
に

は
小
史
が

｢
誼
を
賜
い
謀
を
讃
む
｣
(『
同
』
小
史
)
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
｡
『
漢
書
』
元
后
侍
で
は

｢
太
后
年
八
十
四
､
建
園
五
年
二
月
突
丑

(
三
日
)
崩
｡
三

月
乙
酉

(
七
日
)'
合
葬
滑
陵
｡
葬
詔
大
夫
揚
雄
作
諌
｣
と
あ
る
か
ら
､
没
後

1
箇
月
し
て
合
葬
し
た
際
に
作
ら
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

⑰

原
文
は
以
下
の
通
り
0
｢
初
､
弄
薦
安
漢
公
時
､
又
詣
太
后
､
奏
専
元
帝
廟
薦
高
宗
'
太
后
婁
駕
後
嘗
以
穫
配
食
云
o
及
弄
改
競
太
后
薦
新
妻
文
母
､
絶
之
於
漠
､

不
令
得
髄
元
帝
.
堕
壕
孝
元
願
､
夏
鳥
文
母
太
后
起
願
､
濁
置
孝
元
廟
故
殿
以
薦
文
母
等
食
堂
｡
既
成
､
名
目
長
寿
宮
｡
以
太
后
在
故
未
謂
之
廟
｡
｣

⑬

原
文
は
以
下
の
通
り
0
｢
自
奔
纂
位
後
'
知
太
后
怨
恨
､
求
所
以
婚
太
后
無
不
烏
'
然
愈
不
説
o
｣
(『
漢
書
』
元
后
侍
)

⑲

『
法
1111H
』
の
末
尾
に

｢
周
公
以
来
､
未
有
漢
公
之
乾
也
.
勤
労
則
過
於
阿
衝
｡
漢
興
二
百

一
十
載
而
中
天
､
其
庶
夫
平
｣
(
孝
至
篇
)
と
あ
る
O

⑳

｢
趨
充
園
頒
｣
に
つ
い
て
は
既
に
拙
論

｢
論
揚
雄
的

(
避
充
園
頒
)｣
(『《
文
選
》
輿
文
選
撃
』､
二
〇
〇
三
年
､
撃
苑
出
版
社
)
に
論
じ
､
『
詩
経
』
大
雅

･
常
武

を
典
接
と
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
｡

㊧

槽
斌
禿

『
中
園
古
代
文
髄
概
論

増
訂
版
』
(
北
京
大
学
出
版
社
､

一
九
九
〇
年
)
第

1
章

･
1
1節

｢
四
tlllE鰹
詩
的
寄
生
和
持
鮎
｣'
鄭
文

『
漢
詩
研
究
』
(
甘
粛

民
族
出
版
社
､

1
九
九
四
年
)
｢
漢
代
詩
歌
-
結
論
｣'
下
孝
菅
丁
王
琳

『
雨
漢
文
学
』
(
安
徽
教
育
出
版
杜
､
二
〇
〇

1
年
)
二
篇

二
1章

二

t節

｢
両
津
文
人
的

楚
歌

･
四
言
詩
及
七
言
詩
｣
な
ど
｡

⑳

『
文
心
離
龍
』
銘
蔵
に

｢
読
者
､
針
也
｡
所
以
攻
疾
防
患
､
愉
鍍
石
也
o
斯
文
之
興
'
盛
於
三
代
｡
夏
商
二
歳
'
飴
句
頗
存
｡
及
周
之
華
甲
'
『
百
官
簾
』
閲
､
唯

『
虞



蔵
』
l
篤
､
慣
義
備
需
O
迄
至
春
秋
､
微
而
末
絶
｡
故
貌
緯
訊
君
於
后
罪
'
楚
子
訓
民
於
在
勤
｡
戦
代
己
来
､
棄
徳
務
功
'
銘
節
代
興
'
蔵
文
萎
絶
｡
至
揚
雄
稽
古
'

始
範

『
虞
蔵
』､
作

『
卿
声
』
『
州
牧
』
二
十
五
第
｣
と
あ
る
｡
現
存
す
る
先
秦
の
蔵
は

｢
虞
人
歳
｣
以
外
に

『
逸
周
書
』
文
侍
解
の

｢
夏
蔵
｣
二
篇
'
『
呂
氏
春
秋
』

鷹
同
の

｢
商
蔵
｣
一
第
な
ど
が
あ
る
｡

『
文
心
願
龍
』
雑
文
に

｢
揚
雄
草
思
支
間
､
業
深
綜
述
､
砕
文
理
語
､
肇
薦
連
珠
｣
と
あ
る
O

筆
者
は
嘗
て

｢
法
言
の
表
現
｣
(本
誌
三
六
･三
七
統
所
収
'
二
〇
〇
三
年
)
に
お
い
て
､
『
法
言
』
が
昔
時
廉
く
行
わ
れ
て
い
た
経
書
の
引
用
を
せ
ず
に
'
経
書

の
語
を
文
中
に
自
然
に
溶
け
込
ま
せ
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
､
楊
雄
が
新
た
な
表
現
技
法
を
模
索
し
て
い
た
と
考
え
た
O

楊
雄

｢
元
后
諌
｣
の
背
景
と
文
髄


